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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 3,711 △14.3 △270 ― △268 ― △321 ―

22年3月期第2四半期 4,331 25.6 △27 ― △29 ― △50 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △19.57 ―

22年3月期第2四半期 △3.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 7,804 5,037 64.5 307.20
22年3月期 8,549 5,411 63.3 329.75

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  5,037百万円 22年3月期  5,411百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 2.00 2.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,500 △0.0 100 △36.3 90 △36.6 15 △84.8 0.91



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関
する定性的情報」をご覧ください。 
 なお、本日「業績予想の修正に関するお知らせ」を別途開示しておりますので併せてご覧下さい。 
  

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ３「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 16,640,000株 22年3月期  16,640,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  240,576株 22年3月期  229,420株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 16,405,600株 22年3月期2Q 16,453,744株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）におけるわが国経済は、対外経済環境や

企業収益の改善により自律的回復へ向けた動きがみられたものの、後半には世界経済の減速感が強まり、また急

激な円高が進行したことによって、今後の景気悪化に対する懸念が急速に強まってきており、先行き不透明な状

況で推移しました。 

 建設関連業界においては、設備投資に対する慎重な姿勢に加え、公共投資の継続的な縮減等により総じて低調

であり、業者間の受注競争も激化し引続き厳しい受注環境が依然として続いております。 

 このような環境のなか、当企業集団は、積極的な営業活動で攻めの経営を貫くとともに、顧客のニーズに即し

た効率的な提案営業や、営業戦略上の重点地域を中心に積極的な営業活動を展開したものの、前年同期に受注し

た大口の案件が当期にはなかったこともあり、当第２四半期連結累計期間の受注高は4,595百万円（前年同期比

18.9％減）の計上にとどまりました。 

 売上高は一部の事業セグメントにおいて、公共投資の縮減が当初の想定を上回る速度で進んだ結果、 百万

円（前年同期比14.3％減）となりました。 

 利益面については、業務の効率化と聖域なき徹底的なコスト削減を推し進めたものの、効果が具現化するには

至らず、当第２四半期連結累計期間の営業損益は、 百万円の営業損失（前年同期は 百万円の営業損失）、経

常損益は 百万円の経常損失（前年同期は 百万円の経常損失）、四半期純損益は 百万円の四半期純損失

（前年同期は 百万円の四半期純損失）となり、前年同期に比べ、減収減益となりました。 

 当企業集団の前期繰越受注高、受注高、売上高、次期繰越受注高は次のとおりです。  

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）における総資産は、前連結会計年度末（平成22年３月31

日）に比べ745百万円減少し 百万円となりました。これは前連結会計年度末に計上された営業債権が回収さ

れたことにより生じた資金の利用等による減少に加え、積極的な販売活動により販売用不動産在庫が減少したこ

とに起因しております。 

 一方、負債合計は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ371百万円減少しました。減少した主な要因

は、工事未払金等の仕入債務の支払いによる減少のほか、賞与引当金等の減少によるものであります。 

 純資産は、当第２四半期連結累計期間の四半期純損益が321百万円の損失となったこと等により前連結会計年度

末に比べ373百万円減少し 百万円となりました。 

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.2ポイント上昇し64.5％となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

3,711

270 27

268 29 321

50

期間（年度）別  
前期繰越受注高

（千円） 
当期受注高
（千円） 

当期売上高 
（千円） 

次期繰越高
（千円） 

前第２四半期連結累計期間  2,914,959  5,663,465  4,331,326  4,247,098

当第２四半期連結累計期間  3,322,978  4,595,809  3,711,285  4,207,502

7,804

2,766

5,037
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 主力の型枠貸与関連事業において、第３四半期以降も引続き公共投資削減の影響が残ること及び、一部の工事で

受注競争の激化から利益率の低下を招くこと、さらには、保有有価証券の時価の下落や繰延税金資産の見直し等の

影響から平成22年５月14日に発表した当初の予想を下回る見込みです。 

 なお、平成22年５月14日の決算短信で発表しました通期連結業績予想との差異は以下の通りです。 

 また、連結業績予想及び個別業績予想に関しましては、本日（平成22年11月11日）発表しております『業績予 

想の修正に関するお知らせ』を併せてご覧下さい。 

  

（通期の業績予想）                               （単位：百万円） 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

   売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 前回発表予想（Ａ）  10,500 110 100  70 4.27

 今回発表予想（Ｂ）  10,500 100 90  15 0.91

 増減額（Ｂ－Ａ）  － △10 △50  △55 －

 増減率（％） － △9.1 △10.0  △78.6 －

 前期実績 

 （平成22年３月期）  
10,503 157 142  99 6.07

２．その他の情報

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法  一般債権の貸倒実績率については、前連結会計年度末に算定

したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年

度末において算定した貸倒実績率を使用して一般債権の貸倒見

積高を算定しております。 

２．たな卸資産の評価方法   当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、

実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎

として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が

明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げ

を行う方法によっております。 

３．固定資産の減価償却費の算定方法  減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価

償却費については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定しております。 

４．法人税等の算定方法  法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や

税額控除項目を重要なものに限定する方法によっております。 

５．退職給付費用の算定方法  退職給付費用は、当連結会計年度の退職給付費用を期間按分

して算定する方法によっております。 
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（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

会計処理基準に関する事項の変更 （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会

計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しておりま

す。これによる営業損失、経常損失、税金等調整前四半期純

損失に与える影響は軽微であります。 

表示方法の変更 （四半期連結損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 

平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及び

作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成

21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第１四半

期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失

（△）」の科目で表示しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 944,438 937,473

受取手形・完成工事未収入金等 2,478,361 3,366,636

未成工事支出金 215,587 202,908

その他のたな卸資産 157,532 232,437

その他 252,474 240,733

貸倒引当金 △30,387 △39,980

流動資産合計 4,018,007 4,940,208

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,126,587 1,918,170

その他（純額） 1,317,537 1,311,340

有形固定資産計 3,444,125 3,229,510

無形固定資産   

のれん 16,372 21,829

その他 26,665 33,907

無形固定資産計 43,038 55,737

投資その他の資産   

投資有価証券 140,213 194,771

その他 255,779 279,593

貸倒引当金 △96,469 △150,070

投資その他の資産計 299,523 324,294

固定資産合計 3,786,686 3,609,542

資産合計 7,804,693 8,549,751

負債の部   

流動負債   

工事未払金等 864,544 1,202,961

短期借入金 764,977 811,376

未払法人税等 18,683 32,277

未成工事受入金 324,174 327,581

引当金 48,796 91,053

その他 231,548 258,042

流動負債合計 2,252,724 2,723,293

固定負債   

社債 120,000 40,000

長期借入金 193,992 148,280

退職給付引当金 85,213 96,419

その他 114,883 130,323

固定負債合計 514,089 415,022

負債合計 2,766,813 3,138,315
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,120,000 1,120,000

資本剰余金 1,473,840 1,473,851

利益剰余金 2,457,376 2,811,335

自己株式 △30,027 △29,323

株主資本合計 5,021,188 5,375,863

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 16,691 35,572

評価・換算差額等合計 16,691 35,572

純資産合計 5,037,880 5,411,435

負債純資産合計 7,804,693 8,549,751

技研興業（株）(9764)平成23年3月期　第2四半期決算短信

6



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,331,326 3,711,285

売上原価 3,769,972 3,388,690

売上総利益 561,354 322,594

販売費及び一般管理費 588,630 592,610

営業損失（△） △27,276 △270,015

営業外収益   

受取利息 1,088 959

受取配当金 4,770 4,933

物品売却益 5,235 8,694

受取補償金 74 312

その他 4,983 3,742

営業外収益合計 16,151 18,642

営業外費用   

支払利息 14,424 11,170

支払手数料 3,333 3,827

その他 648 1,965

営業外費用合計 18,406 16,963

経常損失（△） △29,531 △268,336

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,031 5,096

特別利益合計 2,031 5,096

特別損失   

固定資産売却損 9 －

固定資産除却損 400 219

投資有価証券評価損 － 22,874

事業構造改善費用 10,460 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 953

特別損失合計 10,869 24,047

税金等調整前四半期純損失（△） △38,369 △287,287

法人税、住民税及び事業税 12,868 13,067

法人税等調整額 △443 20,722

法人税等合計 12,424 33,789

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △321,077

四半期純損失（△） △50,794 △321,077
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △38,369 △287,287

減価償却費 105,365 72,383

のれん償却額 5,457 5,457

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24,961 △63,192

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,373 △42,049

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11,014 △11,205

受取利息及び受取配当金 △5,858 △5,892

支払利息 14,424 11,170

固定資産除売却損益（△は益） 409 219

投資有価証券評価損益（△は益） － 22,874

事業構造改善費用 10,460 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 953

売上債権の増減額（△は増加） 1,154,633 901,400

未成工事支出金の増減額（△は増加） 91,712 △12,679

たな卸資産の増減額（△は増加） 341,115 79,939

仕入債務の増減額（△は減少） △149,029 △334,002

未成工事受入金の増減額（△は減少） 328,242 △3,407

前渡金の増減額（△は増加） △130,095 6,982

その他 2,275 △46,022

小計 1,682,394 295,642

利息及び配当金の受取額 5,971 5,839

利息の支払額 △13,607 △11,131

法人税等の支払額 △25,176 △25,805

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,649,581 264,545

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 30,000

固定資産の取得による支出 △79,409 △282,133

固定資産の売却による収入 150 －

貸付けによる支出 △19,320 △69,550

貸付金の回収による収入 24,154 21,733

その他 △165 2,058

投資活動によるキャッシュ・フロー △74,591 △297,892

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 230,000

短期借入金の返済による支出 △503,600 △289,999

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △20,000 △40,688

社債の発行による収入 － 146,442

社債の償還による支出 △40,000 △40,000

リース債務の返済による支出 － △2,513

配当金の支払額 △84 △32,153

その他 △1,629 △776

財務活動によるキャッシュ・フロー △565,313 70,311

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,009,677 36,965

現金及び現金同等物の期首残高 296,700 528,473

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,306,377 565,438
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 該当事項はありません。  

  

  

（事業の種類別セグメント）   

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

 事業区分は損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。 

  

（事業の種類別セグメント）   

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 在外子会社及び在外支店がなく、また海外売上高もないため該当事項はありません。  

  

（セグメント情報） 

１．報告セグメントの概要  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、一部の事業部を除き本社に種類別の事業本部を置き、各事業本部及び事業部は、取り扱う工事、

商製品、サービス等について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社は、事業本部及び事業部を基礎とした工事、商製品、サービス別のセグメントから構成

されており、「土木関連事業」、「建築関連事業」、「型枠貸与関連事業」及び「ハウジング事業」の４つ

を報告セグメントとしている。各報告セグメントの事業の概要は以下のとおりであります。 

土木関連事業    法面保護、急傾斜対策等の土木工事及び関連する土木工事用資材等の販売 

建築関連事業    放射線・電磁波シールド、電波吸収体関連の建築工事及び関連する建築工事用資材

等の販売 

型枠貸与関連事業  消波根固ブロック製造用鋼製型枠の賃貸、建設資材のレンタル及びコンクリート二

次製品・建設資機材・関連資材の販売並びに設計コンサルタント 

ハウジング事業   戸建住宅等不動産の販売・リフォーム事業、一般住宅等の請負建築  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
土木関連
事業 

（千円） 

建築関連
事業 

（千円） 

型枠貸与
関連事業 
（千円） 

その他の
事業 

（千円） 
計（千円） 

消去又は
全社 

（千円） 

連結
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 1,193,502 1,473,432 1,184,398 479,993  4,331,326  － 4,331,326

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 － － 6,250 894  7,144 ( )7,144 －

計  1,193,502 1,473,432 1,190,648 480,887  4,338,470 ( )7,144 4,331,326

営業利益又は 

営業損失(△) 
 △10,277 87,164 7,724 29,600  114,211 ( )141,488 △27,276
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸収入等でありま

す。 

２．セグメント利益の調整額△141,888千円には、セグメント間取引消去△5,344千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△136,544円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

　　該当事項はありません。  

  

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント
その他
（注）１

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

土木関連 建築関連 
型枠貸与
関連 

ハウジ
ング 

計

売上高                   

外部顧客へ

の売上高 
1,126,989 1,441,021 800,558 321,649 3,690,220 21,065  3,711,285 － 3,711,285

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高 

 －  － 4,450 － 4,450 894  5,344 △5,344 －

計 1,126,989 1,441,021 805,008 321,649 3,694,670 21,959  3,716,629 △5,344 3,711,285

セグメント利

益又はセグメ

ント損失

（△） 

 △24,361  15,019 △124,603 △6,868 △140,814 12,687  △128,126 △141,888 △270,015

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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